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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 









 正常咬合を有する健康な日本人女性 155 名を被検者として、座位にて自然頭位をとらせ、安静時、Maximal Lip 






された群（S 群）120 名および右半側の顔が大きいと判断された群（RD 群）26 名の２群の被検者を抽出した。また、





Maximal Lip Corner Pull表出時および Portrait smile表出時の各々について、S群および RD 群の各群内で、CMR お
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よび CML の｜⊿ｘ｜、｜⊿ｙ｜および｜⊿ｚ｜を各々比較した。また、S 群と RD 群の各群内および右利き手群と左利
き手群の各群内で、Portrait smile 表出時に口角点の変位が非対称を示した被検者のうち、右側優位を示した被検者
の出現率と左側優位を示した被検者の出現率とを比較した。統計的検定は p＜0.05 にて行った。 
【研究成績】 
 Maximal Lip Corner Pull 表出時に、S 群および RD 群の各群内で CMR および CML の｜⊿ｘ｜、｜⊿ｙ｜および 
｜⊿ｚ｜については、いずれも有意の差は認められなかった。Portrait smile 表出時には、S 群において CML の｜⊿ｘ｜
および｜⊿ｙ｜が CMR に比べて有意に大きい値を示した（各々p＝0.0040、p＝0.0008）。一方、RD 群では CMR お
よび CML の｜⊿ｘ｜、｜⊿ｙ｜および｜⊿ｚ｜について、いずれも有意の差は認められなかった。 











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 





 以上の結果は、矯正歯科臨床で口唇・頬部の動態評価に用いられる voluntary smile 表出時における口角の変位の
左右対称性を考察する上で重要な知見を与えるものであり、博士（歯学）の学位を授与するに値するものと認める。 
